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1.はじめに
ドメ二コ会修道士ジローラモ･サヴオナローラは､1484年に ｢教会は罰せられ､改革される､それ
もすぐに｣という ｢神の啓示｣を受けて以来､7 (レンツ丁を中心に ｢神罰の到来｣とそれに備えた
｢悔い改め｣を説く ｢預言的説教｣を精力的に展開LていたOそして､同市で､L494年後半から相次
いで生起したフランス軍侵攻､メデイチ家追放､新共和国政府樹立という､いわば ｢預言｣が実現し
たかに思わせる諸事件は､サヴオナローラに対するフィレンツェ市民多数派の支持を決定的にした(1)O
フィレンツェにおけるサヴカナローラの思想的 ･政治的影響力は､彼の修道士としての｢説教｣によっ
て増大し､また､維持され/=ということができよう.,
サヴオナローラが人々に訴えかけた説教内容は､今日､彼の著作集として刊行されている 『サヴォ
ナローラ国定版全集jEdlZWIWnaZWnalrd',ECoF'errd7L:trOlamob'avonarola所収の諸説教によって窺い
知ることができる｡これまでの研究により､1495年以降の説教記録のほとんどは､サヴ寸ナローラの
支持者であった公証人ロレンツオ･ヴイオリ LorenzoVioliが､説教時にボランティアとして速記し､
清書した原稿を､サヴオナローラ自身が校閲を行い､その後に活字化､印刷されたことが明らかとなっ
ている(2)0
サヴオナローラの校閲を経たこれらの説教記録は､｢サヴオナローラが説教で主張したかったこと｣
を正確に表現しているかもしれない｡しかし､当時､サヴォナローラの説教を聴き､感動した人々か､
説教師の意図を説教師の期待するような形で理解していたかどうかは別問題である｡｢聴いていた｣
人々は､サヴオナローラのメッセージをどのように受け取ったのであろうか｡聴衆が､説教師の意図
とは異なる受け取り方をした可能性は小さくない｡
この間題を解く手がかりとなるのが､説教の ｢聴き手｣である (そして､多くの場合､説教師との
個人的交際を持たない)一一聴衆が､説教を聴きながら､その内容を自分の理解と関心にあわせて書き
留めた ｢聞き書き｣､いわゆる ｢筆録説教｣とよばれている史料である(3)｡筆録説教は､大黒俊二氏
が述べるように､説教の完全記録ではなく､筆録者の判断すなわち ｢人格というレンズによって大な
り小なり屈折された像｣であり､この屈折 (誤解や曲解､忘却など)から筆録者の理解 ･関心等を窺
うことができる史料である(4)｡幸運なことに､中世末期のフィレンツェで行われた説教に関しては､
有名無名､さまざまな説教師の説教を聴いた俗人の書き残した筆録説教がいくつか残っており､それ
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ぞれに個性ゆたかであるo Lかし､俗人が筆録したこれらの説教には､実際に行われた説教の全体像
の記録が残されていないことから､筆録部分と説教全体との関係を再構成することは至難である｡す
なわち､筆録説教だけでは記録が屈折していることはわかっても､屈折の度合いが測れないのである｡
本稿では､1496年4月1日に､フィレンツェの大聖堂サンタ･マリア ･デル ･フイオーレ教会 (ドウ
オーモ)で､サヴオナローラが行った説教を取り上げ､サヴオナロ -ーラの校閲を経た説教記緑と上記
のような俗人による筆録とを比較することによって､説教師の意図と聴衆の受け取り方との間の ｢ず
れ｣について考察したい｡史料は､上述の Fサヴォナローラ国定版全集』に含まれる説教集 『アモス
書とゼカリア書についての説教』の説教44(5)､および､本説教の-聴衆による記録である筆録説教と
して､現在はリッカルディア一一ナ図書館 (フィレンツェ)に所蔵されている無名俗人による記録(6)を
用いる｡これは､1968年にZ.ザフアラーナが校訂 ･活字化した版(7)である｡
2.1496年4月1日説教の背景と史料の成立事情
冒頭で述べたように､1494年のフィレンツェの諸事件によって､サヴォナローラがそれまでの説教
の中で繰り返していた ｢神罰の到来｣と ｢預言｣はいわば現実となり､1495年以降､彼の ｢預言者｣
としての影響力はフィレンツェ内外で増大していった｡しかし､それと同時に､サヴオナローラの言
動に反対する人々も世俗､教会の両方において増加し､サヴオナローラは､自らに対する誹譲中傷を
無視できないと感じ始めた｡そのため､サヴオナローラは1495年8月に､｢敵対者の中傷を払拭する
ために｣､それまで繰り返し行ってきた預言的説教の重要点を体系化した 『天啓大綱』を出版した(8).
教皇アレクサンデル6世も､フランス王シャルル8世と友好的で､説教において ｢預言｣に基づい
た教会改革を唱え続けるサヴオナローーラに反対する立場にあった｡彼は､1495年9月8日と10月16日
の二回にわたって､サヴオナローラの説教を禁止する′ト勅書を発行した｡したがって､この年､サヴオ
ナローラによる待降節の連続説教は行われず､その間サヴオナローラは､巷に広まった､この説教禁
止に関する噂や中傷に対する書簡形式の弁明書 『一人の友人への書簡』 Epistolaau7WamlCOを執筆
していた(9)｡
一方､フィレンツェ政府は､このような教皇アレクサンデル6世の処置に対し､11月16日に教皇庁
に手紙を書いてサヴオナローラの待降節の説教の許可を求めた(]O)｡しかし､12月11日には､ルカ･ラ
ンドイツナが日記に記しているように ｢教皇はジローラモ修道士に説教をしてはいけないと命じるた
めに[フィレンツェに]人を派遣した｡(ll)｣([]内は筆者の補足｡以下同様｡)翌年の1月28日には､フィ
レンツェ政府は再び教皇庁に､サヴオナローラが四旬節に説教を行うことができるように嘆願の書簡
を送った｡また､プラ-トでは､サヴォナローラが当地の聖 ドメニコ修道院長アントニオ ･デイ･オ
ランダ AnLonlOdlOlandaに宛てた手紙で命じたように､説教再開のための祈 りが捧げられていた｡
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その甲斐があったのか､教皇アレクサンデル6世はサヴオナローラが再び説教壇に上がることを承認
し､この知らせは2月14日と15日にフィレンツェに届けられた｡翌16日のカーニヴァルには､サヴオ
ナローラ自身が四旬節の説教の許可が下りたことを市民たちの前で公言した｡翌々日の2月17日の灰
の金曜日から､大聖堂サンタ･マリア ･デル ･フイオーレ教会において､フィレンツェ市民が待ち望
んでいたサヴオナローラによる1496年の四旬節説教が始まった(1勿O本稿で取り上げる4月1日の説教
は､その一環である｡
(1)『サヴォナローラ国定版全集』所収の 『ァモス書とザカリア書についての説教』
この刊行史料には､1496年の四旬節すなわち2月17日 (灰の金曜日)から4月10日 (復活祭の8日
目)にかけてサヴオナローラが行った48回の連続説教が収められている(1㌔ これらの説教は､サヴオ
ナローラの ｢生の声｣vIVaVOぐeから､主に､先に述べた公証人ロレンツオ･ヴイオリの速記によっ
て記録された｡速記者ヴイオリは､1464年2月14日にフィレンツェで羊毛職人と染物工を営む裕福な
家庭に生まれ､1495年から1548年まで公証人として活動し､その間にフィレンツェ共和国の書記官も
務めた俗人である｡G.C.ガルフアニー二によると､ヴイオリにとってサヴオナローラの説教をま
とめる作業は､それらを出版 ･販売して利益を得ることが目的ではなく､彼の内面にとって｢本質的｣
なことであり､個人的な ｢満足感｣のために行われていたらしい(】4)O実際､サヴオナローラの死後の16
世紀初頭にも､ヴイオ･)は他の説教師のいくつかの説教を記録していb (190
ヴイオ1)の速記から清書された凶旬節説教の原稿は､印刷屋に届けられる前に､サヴオナローラに
よって校閲された｡彼の承認を得た上で､バルトロメオ書店､ロレンツオ･マルジア一二､フランチェ
スコ･ブオナッコルシの3箇所で活字が組まれて､ヴイオリの費用で印刷され､1497年2月8日に出
版された.出版後は､すぐに売り切れとなった｡1505年の再版からは､初版では単に Fフェツラーラ
のジローラモ修道士の説教』としか書かれていなかったタイトルに､説教の主題となった二つの預言
書 『ァモス書』と 『ザカリア書Jの名前が付け加えられ､1544年までの間に主にベネッイアで (1513
年の1回だけはフェツラーラで)9回再版された(18｡また､ヴイオリは､初版売り切れの後､多くの
人々の要望に応えて説教集の概要を編集して印刷したが､それが実際に出版されたのはサヴオナロー
ラの死後であった｡
本稿で検証する4月1日の説教は､この 『ァモス書とザカリア書についての説教』の44番目の説教
である｡今回のテキストとして用いる 『サヴオナローラ国定版全集』では､1ページ30行で47ページ
(l刀ある｡
(2) ザファラーナ校訂の無名俗人の筆手蔓説教
本史料の原本は､現在 フィレンツェのリッカルディア-ナ図書館 に所蔵 されている ms.
RICCardlnanO1186Cという整理番号が付された､無名の俗人による手書きの筆録説教である(18｡この
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史料の筆者や構成については大黒俊二氏がすでに ｢文字のかなたに-15世紀フィレンツェの俗人筆録
説教｣において詳論しているugので､ここではそれを要約する形で紹介する.
この筆録説教は､1467年から1502年にかけてフィレンツェ.で行われた複数の説教師によるいくつか
の説教を記録している｡筆者の名前は不明だが､書かれた商人草書体から男性の商人か手工業者､ま
たラテン語引用文を記してはいるか文法的な誤りが多いことから､世俗的な仕事のかたわら読書や執
筆にも強い興味を示していた ｢もの書き商人｣だと推測されている｡筆録の冒頭には､本筆録説教の
記録を始める前に､筆者によって作成された r日次｣がおかれている｡彼が､諸説教を記録すること
により､個人的に作り上げようとした ｢信仰問題の体系｣である｡もっとも､後からいくつかの項目
が加筆されていることから､筆録が自分の予定すなわち ｢目次｣通りにいかなかったことが窺える｡
さらに､筆録内容が説教の構成をほほ正確にとらえていると考えられることから､彼の記憶だけでは
なく､説教を聴きながら書き取ったメモを元に作成されていったと推測されるoまた､｢目次_lの項
Elと筆録内容から､この筆録者が罪と罰､善行と救済の関係に強い関心を抱いていたことがわかるO
彼が筆録した説教を行った説教師は､ドメニコ会修道士､フランチェスコ会修道士､アウグステ1-
ノ会修道士など多岐にわたっており､筆録の最初には場所と日時と説教師の名前が書かれているL,そ
れは､筆鈴者が説教内容だけでなく､説教師にもかなりの関心を抱いていたことを示唆しているCO｡
そのような中で､筆鐘されているサヴオナローラの説教は､本稿で検証する1496年4月1日の説教だ
けである糾O】490年代のフィレンツェにおけるサヴオナローラの説教回数と影響力を考えると､少な
いようにも思えるが､そのことについてザフアラーナは､シモーネ ･ベルティ SlmOneBerti修道士
の落ち着いた説教やマリア-ノ Mariano修道士やロベルト･カラッチョロ RobertoCaracclOlo修道
士など､当時評判の高かった説教師の雄弁な説教がこの筆錬者の好みであり､｢一人の説教師[サヴオ
ナローラ]の言葉によってフィレンツェが[支持と不支持に大きく]分裂していた重大な時期は､この
筆録者にとって沈黙の時期であった｣と述べているe匂.このことから､俗人による筆録説教は､筆録
された説教の内容だけでなく､筆録するための説教および説教師の選択にも､筆緑者の主観が反映さ
れているといえるだろう｡
この無名の俗人による筆録説教 ms.Riccardinano1186Cには､説教や書簡など全部で49の文書が
収められているが､サヴオナローラの説教はその13番目であり､先に述べた ｢目次｣の ｢キリストの
肉体について｣の項目の中に記されている=
3.俗人によって筆鐘された内容
本章では､まず､ザフアラ -ーナ校訂の無名の俗人による筆録説教 (以下､F無名俗人の筆録』と記す)
の内容を確認し､次に､それを rサヴオナローラ国定版全集J所収の rアモス書とザカリア書につい
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ての説教』の説教44(以下､『国定版全集』と記す)の内容と比較検討する｡
『無名俗人の筆録』では､サヴナナローラの説教の筆録も､他の筆録と同様に､冒頭には説教師の
名前､日時､場所､そしてラテン語で説教の主題(マタイによる福音書日章28節)が記されて､以下の
ように始まっているO
4月1日の聖金曜日にサンタ･リペラータ[教会】e3で､フェツラーラのジローラモ修道士が説
教を行ったO福音書において､崇高な真実すなわち r苦労する者､.看荷を負う者は､だれでもわ
/JLのもとに東をきいoあ7Ij:/L-方を休iせてあげようJといっていることばについて｡(イタ1)ッ
ク体は原文ラテン語.以下同私 .)糾
続いて､この説教において中心的なテーマとなる､創世記28章のヤコブの夢の中に現れた天国まで
達する階段について､簡潔にまとめて書いている｡
彼[サヴオナローラ]が､あの階段について､心に得た幻想や霊感を語る夜が彼にやって来たと
言った｡その階段は､旧約聖書において､ヤコブのもとに現れ､天から地上に達し､一番上から
は神が来られて彼にこう言った｡｢ヤコブよ､上に来なさい｡｣そして､この階段には､上に上り､
天すなわち永遠の生に行くために､7つの踏み段があるように彼には思えたoe51J
この後､『無名俗人の筆録』は､ほとんどが7つの踏み段の解釈にあてられているoF国定版全集J
によれば､サヴオナローラは説教を始めてすぐに (3ペ一一ジ日)に､創世記28章のヤコブの出発につ
いて語り､その中で階段について紹介している｡そして､｢今朝はこの階段を通って､あなた方を楽
園に導いていきたい.この階段の頂上には主がおられ､こう言う｡r苦労する者､富原を負 う者は.
だれであわ/L･Lのあとに釆/Uさい.-,あ7TJ･/=方を休iせてあげようJ と.その階段には7つの踏み段が
ある｡′｣と続けているeQが､実際に7つの踏み段の説明が始まるのは､説教のおよそ3分の1のとこ
ろ 日4ページ日)からである臣のoその後､7つの踏み段の説明は説教の残りの3分の2を占めている
ので､それは確かに説教の主要なテーマである｡しかし､F無名俗人の筆録』には､『国定版全集』の
説教の導入部に当たる部分が全く見られず､記録のほとんどがこの7つの踏み段の説明であることか
ら､この説教に対する筆録者の関心が専ら踏み段の説明にのみ向けられていたことは明らかであろう｡
サヴすナローラは､F国定版全集』の説教において､ 7つの踏み段について聖書の引用や比倫を用
り､一番長い三段目については9ページにも及ぶが､その他はすべて5ページ以下である｡また､-
段目から順に解釈しているので､当然七段目の解釈は説教の最後にならないとわからない構成になっ
ている｡一方､俗人筆者は､各踏み段の個別の詳しい解釈を書く前に､まず ｢一段臼は､信仰だと言っ
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たC二段目は､矛盾または真の不和｡三段目は､-一致もしくは確認｡四段目は､機敏さo五段目は､
謙虚な結びつきO 六段目は､敬慶さと従順さ｡七段目は､忍耐.｣と､まとめて7段全ての意味を記
しているL'功｡このことからも､大黒氏が指摘しているように､筆録者が説教を聴きながらメモを取り､
後にそれらを整理して筆録したことが理解できる｡
そして､『無名俗人の筆録』では､一段日から順に7つの踏み段の意味が､以下のようにまとめら
れている｡
まず､一段目の踏み段に必要なのは､信仰を持つことである｡なぜなら､何も信仰がなければ､
善いことを行えないからだOすなわち､三位-一体の神や楽園の栄光について考えることであり､
この世で善いことを行う者はあの世で永遠の生を得て精神的な幸福を楽しむだろう｡そしてこの
信仰は､珍事を希望することの本質であり､見える･い確信である oすなわち聖パオロが言うよう
に､見えない物事を希望することである｡そしてこの信仰は､言われているように､救済には必
要で､これなしには人は善い利益を得ることは全くなく､そしてあらゆることが無駄だろう｡そ
してここで､[サヴオナローラは1私が繰り返すことも､憶えておくこともできないようなとても
すぼらしいことを言った｡eg)
ここでは､無名俗人の筆録者が､サヴオナローラが説教の中で言ったことを ｢とてもすぼらしいこ
と｣と表現していることから､サヴカナローラの説教内容に感銘を受けたことが明らかにされているO
また､無名俗人の筆鋒者が､とりわけ善行と救済の関係に強い関心を抱いていたことはすでに述べた
が､｢信仰｣と ｢善行｣と ｢救済｣について簡潔にまとめた､一段目の筆録内容からもそのような彼
の関心の強さを推測できる｡
続いて二段目について､『無名俗人の筆録』には以下のように記されている｡そして､その文面と『国
定版全集』との間にはいくつかの興味深い相違が認められる｡
二段日の踏み段は､矛盾と真の不和と言った｡すなわち､精神は肉体に矛盾し､肉体は精神に
相反する｡すなわち ｢心iJ,#LTいるが .射 よ好い｡Dq｣そして､この楽園の階段を通って上に
行きたいならば､この世では争ったり戦ったりする必要がある｡すなわち肉体と､世の中とそし
て悪魔と｡そしてここでも､イエスもまたこの世においてこのような全てのことと十字架で死ぬ
まで戦っていたというような､とてもすぼらしいことを言った.O力
『無名俗人の筆録』では､二段目の意味は ｢矛盾と真の不和 dlSChordanzaechontradlZlnne｣と書
かれているOしかし､b'国定版全集』では ｢必要性 npcessllas_1であり､それについて ｢これはこの
世においてはあらゆる方法で苦しむ必要があるという意味である｣Mという解釈が付け加えられてい
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るC.この両者の相違は､『国定版全集』の説教において､苦しむ必要性の理由について ｢なぜなら我々
の中には多くの対立があるからだ｣細と述べた上で､さらにその対立の種類について､人間には様々
な本質的な対立があり､｢基本要素の質の対9.､肉体の精神に対する対立､知性における対立した理
性と似たような他の対立､そしてこれらの対立の中でも肉体と精神の対立がある｣朗と展開して説明
していることから生じたのではないだろうか｡すなわち､無名俗人の筆録者には､二段目の意味を示
す ｢必要性｣という言葉よりもそれを説明した ｢対立｣という言葉の方が印象に残ったのではないだ
ろうか｡そして､その結果として､この筆録者は､二段目の解釈としてサヴオナローラの意図した ｢苦
しむ｣必要性ではなく､｢戦う｣必要性を筆録したのであろう｡
次の三段目の記緑においては､『国定版全集』に記されたラテン語と F無名俗人の筆録』に記述さ
れたイタリア語の間に相違がある｡
天に行くための[三段目の]踏み段を確認と言った｡すなわち､今この世に多くの幸運がなく､
死ななければならず､自分や息子たちや父や母が死ぬことやもしくは領地や財産を失うことや､
もっと多くの他の不運に見舞われることを考えなくてはならないとしても､神の意思と順応し､
言う｡｢わが主よ｡私は､あなたが私になきり､これからなきろうとしている全てのことにとて
も満足している｡したがって､あなたは私たちの善のためにそして私たちの救済のためになきり
ます.｣的
三段目の踏み段の解釈は､『無名俗人の筆録』では､上記のように ｢確認 confermatlOne｣であるが､
『国定版全乳 では ｢合致 conjormttas｣鵬である｡先に述べたように､筆録者が7つの踏み段の解釈
をまとめて書いている箇所でも ｢確認 colfermat.onelO刀と記していることから､彼が確信をもって
この語を記したことは明らかであろう｡では､この二つの単語の違いは､なぜ生じたのだろうか｡
『国定版全集』のサヴオナローラの説教では､各踏み段の説明において､各段の意味を示す単語だ
けがラテン語で記されている｡例えば､三段目では､｢倉敦と呼ばれている三段目に上がりましょう.
sagliamoalterzogradochesIChlarnaCOnjTormlEas｣と書かれていて､その後に ｢それは､おまえの意
志と神のそれとを合致させるということであるO｣68とその単語 (,onfmnitas)の意味を具体的に表し
ている｡もし､サヴオナローラが実際に行った説教でも 咽 定版全集』と同様に､｢合致 conjTormtEas｣
だけをラテン語で表したのであれば､ラテン語とイタリア語という異なる言語間の聞き書きから起こ
りうる ｢聴き間違い｣または ｢書き間違い｣の可能性が考えられる｡また､この俗人の筆録者にはラ
テン語の知識があったことが指摘されていることから､筆録者が説教全体を聴きながら (あるいは聴
いた後で)､説教において実際に使われたラテン語を理解し､自分なりにイタリア語に翻訳した結果､
｢確認 conrermatione｣と記したのかもしれない｡さらには､サヴオナローラは実際に行った説教で
は ｢確認 conferma亡10ne｣と言ったが､ヴイオリが速記し､サヴオナローラが校閲して､説教が活字
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化される間に ｢合致 conjormLlas｣という語に置き換えられたという可能性も考えられるだろう.
『無名俗人の筆録』の四段巨=ま､以下のように非常に短く､簡潔にまとめられている｡
[凶段目のl踏み段を機敏さと呼んだOすなわち､善い行いすることと､あらゆる善い意思とと
もにそして真実においてその神の意思に確信を持つために準備し､早くすること｡時間を無駄に
してはいけない｡すなわち ｢明日やろう､そしてあさって言おう｣ではなく､すぐに､機敏に､
すすんでやること｡そして､言うU｢私は今日始めよう､なぜなら明日は私ができるかどうかわ
からないから｡｣89)
『国定版全集』では､四段目の解釈は5ページなので､他の踏み段についての解釈と比較しても短
いことはない｡したがって､四段目については､『国定版全集』に書かれている内容はほとんど筆録
されていない｡サヴオナローーラは 『国定版全集』の四段目の解釈において､｢試練 trlbulat10ne｣を
多用し､これから来るであろう ｢試練への準備｣を繰り返し唱えている的｡このことから､次章でも
述べるように､筆重義した俗人は､サヴオナローラの預言的なメッセ一一シに関心を示していないことが
窺えるだろう｡
また､『無名俗人の筆録』の三段目と凶段目の解釈の中には､コ･-テ一一ションマーク (‥ ､上記
の引用文中では ｢｣) で囲まれた部分叫､いわゆるセリフがあるリしかし､『国定版全集』の三段目と
四段目の解釈においては､同じような趣旨のセリフもセリフ以外の記述も何ら見られない｡したがっ
て､これらは筆録者によって付け加えられた､彼の神-の意思､または説教を聴いた後の彼の決意と
思われる｡
続く五段日の解釈では､三段目についての記述と同様の､F国定版全集』のラテン語と 『無名俗人
の筆録』のイタリア語との間に相違がある｡
[五段削ま]謙虚な結びつき｡すなわち､謙虚さと質素で神と結合すること｡心と知性の中に常
に彼をおき､彼の意思を行うことを望み､彼のなさることが善い行いであると思えること｡使徒
聖ペテロが行ったようなことはしてはいけない､なぜなら軽率だし､慎ましさがない｡こう言っ
たのだO｢私たちも行って､必要ならばわたしはあなたと一緒に死にましょう申分｣とO 彼はこの
言葉を慎ましさから言ったのではなかった｡しかし､イエス･キリストは彼に言った｡｢ペテロ､
ペテロ､鶏が2度鳴く前に､おまえは3度私のことを知らないと言うだろう斡頚｣､そして､その
ようにした｡如)
五段目の踏み段を表す語として､『無名俗人の筆録』では､上記のように '~謙虚な結びつき humle
chonglunZ)One｣が記 されているが､『国定版全集Jでは､ラテ ン語で ｢謙虚な自信 humiLis
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,un/tdLTntla｣斡9と記述されている｡先述したように､このような単語の違いが生じた理由としては､
筆録者の書き間違え､意図した書き換え (翻訳)､またはサヴオナローラの校閲による置き換えなど
が考えられる｡
六段目と七段目についての記述では､五段目と同様に聖書の引用が記されている｡
[六段目の]踏み段を謙虚さと従順さと呼んだ｡すなわち､あらゆることを謙虚に行うことが必
要である｡｢5分を高 (する者は佐(きれ B分を庶(する者 は者 (されるであろう｡叫吋｣イエ
ス･キリストがしたように｡彼は謙虚さと忍耐がなければ楽園には入れないという例を私たちに
示すために､死ぬまで謙虚だった｡そしてここで､彼は市民たちにこう言った｡野心的にならな
いように､社会的地位を求めないように､お互いに許しあうように､善いことを行うように､そ
うすれば私たちは約束された恩恵を受けられるだろう､そしてそのことによって善意のままでい
られるだろうと｡
[七段目の]踏み段を固執と呼んだ｡なぜなら､善いことを始めたとしても､持続しなければ､
何もならず､価値は無い｡なぜなら､聖書にこう書いているからだ｡｢虜顔iで厨iJEぶ者は戯･
われ名.的刀｣ 仏領
しかし､上記の六段目と七段目のラテン語で記された聖書からの引用は､『国定版全集』には見当
たらない｡筆録者が､これらを自らの聖書の知識から付け加えたのではないかと思われる｡
また､六段目の記述の後半部分は､この r無名俗人の筆録Jにおいて唯一､私たちがサヴオナロー
ラの説教に期待する ｢預言的｣なメッセージが書かれている筒所であるい無名俗人の筆録者は､それ
を控えめに表現している｡しかし､『国定版全集Jの六段目の解釈では､イエス.キリストがこの世で
受けた5つの侮辱に耐えた例を挙げ､従順さとは怒りの反対であり､試練においては怒りや情念を捨
てて従順であることを説いていて中旬､『無名俗人の筆軌 のような未来に関する ｢預言軌 な記述は
見られないO-方､次の七段目の ｢忍耐｣の解釈では､以下のように､それに似た内容を述べているO
私があなた方に言ったことを行いなさい｡すなわち､神に頼り､慈愛に生き､憎しみを取り去
りなさい｡私の息子たちよ､精神的な善を愛し､都市の公共善を愛しなさい｡なぜなら､あなた
方に約束されたすべてのことがなんとしてでも得られるだろうから｡疑ってはいけない｡なぜな
ら神は途中で止めるために始めたのではない｡終えるために[始めたのだから]｡このように､あ
らゆることを得られるように､あなた方は尊く生きることに固執しなさい､疑うのでははく｡固
執､私は言う､[それが]あなた方に必要だ｡F'd
このことから､『無名俗人の筆録』の六段目についての記述には､七段目の解釈の一部が付け加え
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られたと考えられるO 無名俗人の筆録者が記憶やメモを基に筆録する際､内容が混乱したのかもしれ
ない｡
『無名俗人の筆録』では､以上で､天国に連する階段の7つの踏み段についての記述は終わり､続
いて､イエス ･キリストの受難に対する聖母マリアの悲しみと苦しみについて記されている｡
そして､私たちの聖母が､泣きもせず､他の女たちがするような多くのことをしなかったと[サ
ヴオナローラは]言った｡また､彼女[聖母]は慰められなかったが､他のマリアたちや聖ヨハネ
を慰めた｡彼女[聖母]は､彼女の息子イエス･キリストの傍にいた時､彼が自分の死について明
白なあらゆることを語った内容を信じ､すべてのことを理解し､自分だけで受け止めた｡そして､
[自分のl外に苦悩や苦痛を表すことをせず､悲しみすぎず､すなわち憂衝にならず､そして喜び
もせずに謙虚に過ごしたと[サヴオナローラは]言った｡謙虚に､落ち着いているように､彼女[聖
母]は知ったことを理解した上で､自分の息子の死を望み､死なないことを望まなかった｡至聖
の三位一体､すなわち神が､頗罪と世界の救済のために､望んだことと理解して｡61)
これは､『国定版全集』では､三段目の ｢確認｣(咽 走版全集』では ｢合致｣)の踏み段の解釈の中
で長く語られた部分であるが､無名俗人の筆録者は踏み段についての記述からは切り離し､その後に
まとめている｡『国定版全集』では､｢神の意志に合致した行動をとることを学びなさい｡｣βカと述べ
た後に､その一例として､悲しい息子の死を神の意志として受け入れた聖母マリアについて語ってい
る｡しかし､F無名俗人の筆録』では､筆録者がこの記述を踏み段の解釈から独立させたことによって､
サヴオナローラが意図した､三段目の解釈である ｢合致｣と聖母マリアとの関係の意味は失われ､単
に聖母マリアを称賛する記述になっている｡
そして､『無名俗人の筆録』は､最後に以下のように書いて､筆録を終えている｡
これが人々や聴衆を大いに泣かせたことで､彼はこれら全ての七段の階段[に上ること]を命じ､
他の人たちが走ったり､いわゆるイエス ･キリストの受難を非難したりする間に､7つの神秘に
っいて言った｡缶頚
最後に､当時の説教現場の様子について述べておきたい｡F無名俗人の筆録』の中に､｢ジローラモ
修道士は､この説教を､最近多くの説教師が行っているように､涙を流させたり､泣かせたりするた
めにしたくはないと言った｡｣という記述がある糾｡サヴオナローラの支持者たちが､彼の説教を聴
いて感動から多いに泣き､｢泣嘆派｣と呼ばれていたことは知られているが､この筆録に従うならば､
少なくともサヴオナロ-ラ自身には､聴衆を感動させ､涙を流させる意図はなかったことになる｡し
かし､聴衆は大いに泣いたのであろう｡そして､当時の他の説教師たちは､そのようなサヴォナロー
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ラの説教の様子を横目で見ながら､聴衆が大げさな感情表現を示すことを求めていたのではないだろ
うか｡
これまで､サヴオナローラの説教について､『国定版全集』と比較しながら､『無名俗人の筆録』の
内容を検証してきた｡この筆録は､この説教の主要なテーマである天国への階段の7つの踏み段につ
いての解釈にのみ集中しているが､これは先に述べたように､筆録者の信仰心､とりわけ善行と救済
の関係-の強い関心を示しているといえよう｡また､記されている解釈の要点は非常に簡潔にまとめ
られ､説教内容の骨子を十分に捉えていて､理解しやすい｡このことは､説教が行われた1496年は､
この俗人によって最初の筆録が記されてから29年後のことであり､筆録者の積み重ねられた経験に裏
づけされていることかもしれない｡しかしながら,二段目の ｢必要性｣や聖母マリアについての記述
など､彼の理解は､サヴオナローラの意図とは異なる場合も少なくないQ
4.筆録されなかった説教内容
本章では､『国定版全集』のサヴナナローラの活字化された説教には書かれているが､『無名俗人の
筆録』には欠けている部分､すなわち説教全体の中でおそらく筆鋒者が関心を示さず､筆録されなかっ
た部分についてまとめたい｡
サヴオナローラの説教が､『無名俗人の筆録』にある筆録者が作成した ｢目次｣の中では､｢キリス
トの肉体について｣の項目に入れられていることはすでに述べた｡しかし､前章で検証したように､
筆録内容には ｢キリストの肉体Jに関する記述は見当たらない｡では､なぜ筆録者はこの説教を ｢キ
リストの肉体について｣の項目に入れたのだろうか｡
『国定版全集』は､以下のように始まっている｡
神によって遠ざけられたアダムとイブの罪のために人となったイエス･キリストに愛情深くて､
理性的な創造物に対する全能の神の愛は大きかった｡そして神は､[人は]まだその結果を知らな
かったが､この罪に対して償いをするために､一人息子を人の肉体を得て､十字架の上で苦しむ
ために遣わした｡この受肉と受難によってこの世には人の言葉では語れないほどの意義と恩恵が
得られた.〔･･･〕神は人間の本質が神と一体化することを望んだ､そして神性と人間性のこ
の一体化は神の本質-の人の知性の一体化よりもかなり重要である｡〔･A･〕受肉と死によっ
てもたらされたその他の特別な意義は限りないので､それらを語ることは出来ない｡だが､今日
の神秘によってもたらされた多くの他の意義は知られている｡そして､しかし､木の十字架の上
で我々の最愛の主が今日言い叫ぶ｡｢昔%･+る者､_着荷を負 う者は､だれでもわ/JLの6とに釆
/Uきいo あ/yL/L･方を休iせTあげよう｣と.今朝はこの言葉についてあなた方の気持ちを慰めま
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Lよう｡咽
このように､冒頭からイエスの ｢受札 1と ｢受難｣という言葉が繰り返されている｡回心と節制を
通して復活祭の準備をする四旬節の説教の一部であるということからも､この説教のキーワードはこ
の二つの言葉だといえるだろう｡また､上記の引用の直ぐ後に､前章で紹介した､創世記28章のヤコ
ブの天国に達する階段が登場するので､これら二つの記述一受肉いわゆる神性と人間性の一体化と地
から天に達する階段-から､この階段が人間性と神性を結ぶ､すなわち神と人間とを結びつける手段
として捉えられていることが明らかである｡一度は神の子が受肉によって地に降りてきたので､今度
は人間が階段を使って天に上がり､神に近づくべきだと｡したがって､筆録者は､専ら天国への階段
についてしか記録していないが､この筆録を ｢キリストの肉体について｣の項目に入れたことから､
サヴオナローラが行った説教のキーワードとサヴオナローラの説教の意図を正確に理解していたと思
われる｡
次に､サヴオナローラが見た幻想についてだが､『無名俗人の筆録』では､前章でも引用したよう
に｢彼[サヴオナロ ･ー-ラ]が､あの階段について､心に得た幻想や霊感を語る夜が彼にやって来たと言っ
た｡｣66と書かれているが､幻想や霊感の内容は全く記錬されていない｡一方､『国定版全集』におい
て､サヴオナロ -ーラは､階段の7つの踏み段についての解釈を始める前に､以下のような幻想につい
て語っている｡
大いなる厳粛さの尊厳のために､私はこの祭日の間に見たことをあなたに言おうO多くの人々
の不信がたくさんの慰めを奪い去るだろう｡しかし､このためにそれを言うことに満足している(.
私は自分の目を上げて､見た｡私は目の前の､世界のあらゆる状態 (特に誰と誰ということは
言いたくない､なぜならそれはいいことではないからだ)の多くの男性と女性でいっぱいのとて
も大きな平野に､静かに静かに､全世界を見た｡平野の真ん中には花と百合が一面に咲いている
′卜LUがあり､その山の頂上にはキリストの十字架像があった｡それは､赤い血を流し､丸い丸い
全世界のために輝き､光り輝く花火をそこかしこに噴出していた｡さらに､地面に十分にl_赤い
血を]流し､私には､世界を二つに分ける川のように思えた｡すると､十字架が叫んでいた｡｢君
労する者,_着荷を負 う者i,だれでbわ/LIL,のもとに来/Uさいo あ77jjL一方を休iせTあげ.よう｣
と.β刀
サヴオナローラにとって､この幻想はただの抽象的な幻想ではなく､続いてこの幻想の解釈を次の
ように詳細に述べている｡赤い血の川によって分割された世界の左側はキリスト教徒のいるローマで
あり､右側はムーア人と異教徒のいるエルサレムだった.そして､エルサレムの人々は､十字架から
流れ出る血を飲んで酔っ払い､天使のように美しくなって出て行った的｡このことは､すなわち､異
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教徒がキリスト教に改宗したことを硯している｡他方､川の左のローマ側では､十字架を帽子や手や
仮面で覆おうとし､その足元では説教師が ｢苦労する者､量荷を負う者は､/LIれでbわ/i,Lのもとに
釆7TjLきいo あ7IjT/J方を休iせてあげよう｣といっているのが聞こえないのか､と叫んでいるが､誰も
それを聞こうとはせず､十字架から仮面を取ろうともしなかったOすると､空から天使がやって来て､
それらを取り上げたのであが9)Oこの描写は､サヴオナローラがそれまでの説教において何度も繰り
返して糾弾している､当時の信仰心が篤いとはいい難いロ -ーマ､とりわけ教皇庁の状況を示しており､
サヴすナローラのキリス ト教会全体に向けられた改革のメッセ･-ジが込められているといえる｡
そして､『国定版全集』によれば､サヴオナローラの幻想は､さらに､フィレンツェの状況に及ん
でいる｡
私は見ている｡これは何だろう?槍､剣､そして臼砲やペストがやって来ている｡このような
中で彼らに言われた､キリストの十字架像に行きなさいと｡しかし､多くの者は行きたがらず､
武器や砦の方に走っていったOけれども､正面に十字架を持っていた､[川のl左側の人々のうち
の何人かは､その川の方に走って､キリストの十字架像から流れ出る赤い血を飲み､天使のよう
に出て行った｡このような人々の多くが､わが街フィレンツェの､フィレンツェ市民であること
がわかった｡そして､剣がやって来た時､武器や砦に走っていた者たちは､よく理解しておらず､
全員死に､その後地獄に落ちた｡そして､少しの人々しか残らなかった｡私に言わせてください､
私の人々にとってキリストの十字架像以外に薬はないのた､そして r苦労する者､慶荷を負う者
は､だれでもわ/JLのもとに.束をきいo あ7分/J方を休iせてあげようJ という人のもとに駆け戻
りなさいということを0 6q
この幻想における改心したフィレンツェ市民は､サヴオナローラの説教を聴いて悔い改めた人々で
あろう｡フランス軍のイタリア半島での動きに敏感になっている諸国家との戦争やペストなどの疫病
の恐怖に曝されている当時のフィレンツェの状況において､サヴォナローラは神を信じ､信仰に戻る
ことを説いているO
無名俗人の筆録者が罪と罰､善行と救済の関係に強い関心を抱いていたことはすでに述べたが､上
記のような現状の社会的 ･教会的な危機を表す幻想の解釈を全く記録していないことは､この筆録者
の関心がより ｢個人的｣な範囲に限られていることを示唆しているのではないだろうかO
最後に､『国定版全集Jと 『無名俗人の筆録』a)内容を比較して､最も強く感じることは､r国定版
全集』の中には全編に ｢試練 trlbulazIOne｣という語が見られたが､『無名俗人の筆録』ではそれが
全くなかったということであるO信仰があれば人は試練においてさらに強くなり(純､人が苦しむため
には多くの試練が必要であり(6㌔ 神と合わされば試練や誘惑から解放され(6=B､そして試練に対して備
えなければならない(U4)という､咽 走版全集』にあるような r試練｣を用いた7つの踏み段の解釈が､
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筆録されていなかったことは､筆録者が試練に対してさしたる関心をいだいていなかったことを硯し
ているのではないだろうか.一一方で､サヴォナローラは ｢神は過ちを犯し得ない､もし私にこのよう
な試練を与えたのであれば､私を愛し､私の救済のためにそうしている｡神は少なくとも私の精神を
愛している､そしてもし私の枚活のためでなければ､この試練があるはずがない｡｣(69と､当時の自
分を取り巻く状況が試練であると認識し､それが神の意志であると理解している｡
以上のように､『国定版全集』における 『無名俗人の筆録』には記されなかった部分をまとめるこ
とにより､『無名俗人の筆録』には､とりわけサヴオナローーラの説教の特徴である､幻想や試練といっ
た ｢預言的｣な部分が筆録されていなかったことが確かめられ､この俗人の筆録の ｢屈折度合い｣が
より明確になったのではないだろうか.また､F無名俗人の筆録』の内容を読んだだけでは理解不可
能な､｢目次｣の項目と筆緑内容の敵鮪という問題も､『国定版全集』によって説教全体を検討できた
ことにより明らかになった｡
5.おわりに
説教は､非常に一方的な行為であり､本来､説教師が､自分の言葉が聴衆の心に届いたかどうかを
確認する直接的で能動的な術はなかった｡彼らにできたのは､説教を聴いた人々が自分の説教に従っ
で敵晦にやって来るのをひたすら教会で待つことであった｡しかし､中世末期になって､少数ではあっ
ても､聴衆である俗人が説教内容を筆録するようになると､説教師と聴衆の間には､それ以前よりも
いくらか積極的な相互関係が生じたといえるだろう｡
今日の私たちは､サヴオナローラの当時の巨大な影響力を考える時､彼自身によって､後日に校閲､
そしておそらくは修正の上､編集､印刷された刊行文書史料に基づいて､彼の思想の ｢預言的｣な側
面や ｢社会的｣｢改革的｣な側面を強調する傾向にある｡それどころか､サヴオナローラの聴衆たちは､
彼の説教の ｢預言的｣ ｢社会的｣ ｢改革的｣な内容に感動し､それゆえに､彼の熱狂的な支持者となっ
たと考えがちである｡
しかし､本稿の検証は､事実はいくらか違っていたことを示唆している｡もちろん､説教の受けと
め方の個人差は考慮しなければならないが､サヴオナローラの説教に込められた｢預言的｣なメッセー
ジは､私たちがこれまでのサヴオナローラ像から期待し得るほどには､この俗人筆録者に届いてなかっ
たのである｡しかし､その一方で､｢聖職者｣として発信された魂の救済についてのメッセージは､
十分に理解され書き残されている｡
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